
ノ竃

I．/密揃Qnn[も社団法人日本外洋帆走協会平成元年l()〃15Ⅱ発行(毎月1回15日発行）昭和52年7月2］ 第三極郵仙物

‘篭

:謡

●
ノ－

－ ー

》輪
降雪藩

群宅

篭,
畠‘錘；

銅

略圃‘今,R

§擬
樹

為薯息

霧

公晶

壁一謹潅
理q稗
畠

& j
準･鰯､

言

員■．ﾚｰ【
”

げ

農
一

窪

F、

坐
‐
亘
令
ざ
宮
口

弘

玄B

『

訂出原

覺
葺
〆
・
ゞ
誰
謹 照

畑
間
口
・

城
腕
蜘

出

Ｊ

】
繁

誠司

へ 』毒
・轤雰

義
一
．

子
睡
″

五？

言

齢

握蚕弓’零

。
Ｌ

ぺ
払
ｋ
ｗ

暇

毒
．
卒
申
熱
源
鐇
鍋
一
』
１

Ｊ
＄炭

Ｆ
ご
Ｐ
“

非
》
勺
凸
々
毎
侭
塾
牌
綜
濡
ぶ
‐
雪
《
侭
、
今

屋
台
》
、
』
」
躍
獣
剛
寺
》
識
蝿
苛

i
露

悪
Ｉ
卜

’
』

#蟻．.蘂'､が蝉
里心

識 弱毒 丁

鹿



G N
写〆

、

戸司

ノ

皇11
一
一

’1I

亥
ゴ

－

巳.．

刃〆

一
一

､』

Ｉ‘＝＝

:●、
L

ー

I

戸司

と｡銀鮓絨。 F

ITSU<

･も,口



ツ

本年度の「ジャパンカッフ｡全日本

外洋ヨット選手権シリーズ］は、こ

れまて､､の静岡県詳悔市から神奈川県

三浦市（城ヶ島）に舞台を移し、10

月6日～15日の日程で開催された。

当初予定されていたIMSディヒﾞ

ジョンは中止されたが、昨年を上回

る35隻のエントリーがあった。特に

~､初めての登場となったマキシ

一

ポートやアドミラルズカッフ。で活躍

のポート・クルーの参加などが注|」

され、古豪・新鋭を集めた、名実共

にIORポートⅡ本一を決めるのに

ふさわしい大会となった。

昨年のジャパンカッフ･て､､やや小型

艇有利に変更され話題を呼んだTC

Fについては、昨年のものがそのま

ま適用されることになった。

1J

ずい

隈y

レースは全般的にj陸風に終始した

が、大型艇の“スイング”（ファ-

44鈴木重行オーナー）が完成度の高

い走l)を見せ、見事初優勝の栄冠に

輝いた。

なお、10)1711第1レースにおい

て“オッショサン”のクルー、五一|‐

嵐努ｬｶ落水、死亡された。謹んで、

iill冥佃をお祈りする。
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'89ジャパンカッブ-SWING優勝′…蒜綱薫ジャパンカッブ実行委員会

●第1レース（インシヨア）コースはl訓､.2．5マイル，本部堆をつけてのトップ°であった。3位

今年のジャパンカッフ。のインショ船には数了披2が掲げられ，トライ以~ドには“海太Iﾘl'',"カラス"9

ア・レースは城ヶ島のl糊四という三アングル＋ソーセージ×24､､MI""ダンディ・ライオン”とおなじみ

浦半島のヨット乗I)にとって，あまは18.5マイル)。のワントナーが続いた。中小型艇てゞ

りなじみのない海面でｲj･われること「'!!j,;､l'iml)F44らしい地I)を兄せは,3/4トナーの“アフロディー

になった。たのが“スインク翻”（フアー44)。テ”が6位，新鋭ハーフ|､ンの“ﾀﾞ

10n7H,lmllf,130｡15ノットといこのボー|､のl1j身は今奥のアドミライヤモンド”が8位にくい込んだに

う凪の中，定刻通りBクラス（クラルズカッフ。て､艇別3位となったとどま|)，大型艇有利のシリーズを

ス1V･V)が12:00に,Aクラスニュージーランドの“リブラ”て鹸あ暗示させた。，へ

（クラスⅢ以~|を）が12：05にスターる。l'ilじくアドミに,'l11場してきた●第3レース(ショート.オフショア）

|､を切り，熱城の火ぶたがりjって藩“アーカン・ベイ”（ファ-40）に 節1レースの不幸な事故により第

とされた。所要IMIMて､約10分，修lliて､約2分の2レースは延期され，次のレースは

④ショート・オフシヨアのスタート・シーン(Aクラス)。カラス(3800),ダンディ・ライオ
（3887)，海太朗(3290)，トーゴX(2333),ドンキーV(3215)，ボーイ(3606)等が見える‘

④左よりリベルテ・エキスフレス，エクサドア，フルーノート
ダンディ・ライオン，海太朗，アプロディーテ，CharChan
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た
。

” ”

R･ヘインズ，E・ベアードというアメリカを代表する
セーラーが乗り組んだ“カラス"。

V■

墨

⑦今年のアドミラルズカッブのメンバーが多数
乗り組んだ“アーカン・ベイ"。“スイング，

の後塵を拝しているかのように見えたが，最
終ロング・オフショアを残して点差は3.'25

に過ぎなかった。

⑦歴戦の雄“海太朗”・チームワークの良さは
抜群だった。

へ

④

3/4トンワールド4位の勢いで乗り込んでき

た“アプロディーテ"･抜群の走りに見えた

が意外にもインショア・レースでは大型艇に

喰い込むことはできなかった。総合3位。
④第｜レースのスピン･ラン。スリーバー(355)，

ダンデイ･ライオン(3887)，リツブルⅢ(3306)、
シエスタ(3803)，ダイヤモンド(3705）の各
艇．

④ショート・オフショアのスタート直後。左よりシエ
スタ，カラス，スイング，アーカン･べイ。

粕③

湖

'官



91110時スタートのショート・オフ

ショア（約120マイル）となった。

)mllf'160｡,18ノットの風の｢|',ウエ

ザーマークを迦った艇位lは江の島

マークへとクローズ・リーチて､向う。

瓜は徐々に落ちたが，トップ･の“摩

利支天”は江の烏マークをl1HF)5分

台にl'il航，平均10ノットという快速

｣:l)を発揮し,2番手の“スイン

グ”に15分という差をつけて大島へ

lf'1ったo

この後風はさらに束にまわり，風

速は6ノットまて落ちた。

大鳥東側の凪の弱い海域をどう避

けるかが第1のポイント。大島力へ

神子元へのランニングのレグを潮､‐

艇速を考えて，ビラジャイブを入れ

ていくかが第2のポイン|､となった

ようて､ある。

トップ。を航〈“摩利支天”は神了・

JcKI)l''l航後,1瓜が北束に灰ったた
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開
会
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・
大
儀
見
副
会
長
あ
い
さ
つ

一

親睦パーティであいさつする久野三浦市長(左）・並木実行委員長(中）・今岡レース委員長(右）

JAPANCUPOFFSHORESERIES|989艇別成績表

第3レース

順位得点

第2レース

順位得点

第1レース

順位得点
艇名 オーナー名 TYPE CL Rft T,C,FSAIL

52．88

51．00

45.00

46．50

36．00

43.50

48.00

27．00

40．50

39．00

19.50

37．5陸‘巳

49.E

33.00

34.50

42．00

28．50

21.00

24.00

22．50

30．00

25．50

31.50

12.00

6．00

10.50

18.00

15.00

13.50

9．00

6．00

7．50

1．50

1.50

1.50

０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
ｂ
■
■
■
●
●
●
。
ａ
■
■
ｂ
ら
中
■
ｂ
■
●
ａ
ｄ
Ｇ
６
ｂ
■
■
■
●
●
●
■
■
ｇ
●

４
５
９
１
５
０
２
７
８
４
６
７
３
９
２
８
４
３
２
４
８
６
５
３
１
０
９
７
０
１
６
５
１
１
１

３
３
２
３
２
３
３
２
２
２
２
１
２
１
１
１
３
２
１
１
１
１
２
２
１
１

０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
ｂ
■
■
■
●
●
●
。
ａ
■
■
ｂ
ら
中
■
ｂ
■
●
ａ
ｄ
Ｇ
６
ｂ
■
■
■
●
●
●
■
■
ｇ
●

４
５
９
１
５
０
２
７
８
４
６
７
３
９
２
８
４
３
２
４
８
６
５
３
１
０
９
７
０
１
６
５
１
１
１

３
３
２
３
２
３
３
２
２
２
２
１
２
１
１
１
３
２
１
１
１
１
２
２
１
１

１
２
６
５
Ｅ
７
４
肥
９
加
配
ｕ
３
ｕ
Ｅ
８
Ⅳ
理
加
皿
舶
岨
阻
訂
訓
詔
型
妬
調
調
別
訓
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

鈴木重行
後藤裕

菅野道

斜森保雄

杉山直行

千葉育夫

硲俊弘

川村安正
山田隆

土井収二

平松栄一

望月誠

山田東吾

吉田信明

沼田尚文

川口正敏

蒲谷和行

佐々木義隆

小林正和

内藤恒夫

高尾和秀

武部喜一

五十井進
三宅智久

田沼英明

西田隆太郎

井上美悠紀

福田義一

古川保夫

稲葉文則

武田勝彦

藤本達雄

梅本寛

弘義行

井上一典

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
■
■
●
６
■
●
●
■
■
令
■
■
６
巳
心
ｑ
凸
凸
■
■
ａ
６
■
■
Ｃ
Ｂ
Ｃ
■
●
■
凸
ｇ
■

５
４
０
２
８
３
５
９
１
６
１
１
０
３
８
２
７
５
７
４
９
４
３
０
６
２
９
２
８
７
１
６
２
０
０

３
３
３
３
２
３
２
２
２
２
３
２
１
１
１
１
２
１
１
２
２
１
１
２
１
１

２
１
７
５
Ⅱ
６
４
９
８
胆
、
岨
旧
Ⅳ
型
肥
肥
３
皿
躯
配
加
皿
泌
咀
旧
師
羽
記
窃
釦
瓠
爬
肥
舵

Ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

１
２
６
４
８
３
Ⅱ
７
Ｍ
叩
妬
５
肥
配
肥
肥
旧
型
９
理
Ⅳ
ｕ
過
沁
釦
皿
町
型
羽
羽
溺
釦
剛
鈍
別

、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
、

２
５
５
４
０
２
９
４
８
５
９
９
９
６
９
４
０
５
９
２
４
４
６
８
０
０
８
２
９
２
０
２
７
８
６

４
５
５
９
３
５
０
４
６
５
０
３
０
６
５
０
９
５
０
６
５
６
０
０
９
９
０
８
４
５
０
７
１
６
８

■
■
●
●
●
■
●
●
■
■
■
■
ら
ｅ
■
●
●
●
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
凸
■
■
０
■

４
０
４
０
３
０
３
０
０
３
３
０
５
４
４
１
２
０
０
４
４
２
１
２
５
３
９
０
１
５
０
６
２
２
２

３
３
２
３
２
３
２
３
３
３
２
３
３
２
２
３
２
３
３
２
２
３
３
２
２
３
２
３
３
３
７
３
２
２
２

７
７
５
２
７
４
５
７
９
２
５
３
４
６
９
１
５
７
５
２
４
３
３
９
９
２
３
２
２
０
７
０
９
２
１

６
２
５
６
２
２
０
１
３
９
０
１
２
６
５
７
８
２
８
６
５
１
７
９
８
２
９
５
１
６
６
６
０
６
８

７
４
８
４
７
４
７
４
４
６
７
４
８
８
８
４
６
４
３
８
８
６
４
５
９
７
２
４
５
８
２
９
６
６
６

７
７
６
７
６
７
６
７
７
７
６
７
７
６
６
７
６
７
７
６
６
７
７
６
６
７
７
７
７
７
０
７
６
６
６

凸
■
●
■
令
■
■
■
■
ｃ
ｅ
ｃ
■
■
●
■
叩
■
■
■
■
■
■
■
●
●
■
■
■
■
叩
■
■
Ｇ
Ｂ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０

FARR44

FARR40

FAR3/4
TAK40

YOK30R

FAR-40

YOK30R

FARR40

FARR40

FARR43

YOK30R

TAK40

TAK-44

TAK3/4

X-3/4
YOK-40

YOK-32

BRI-40

FAR40

X-3/4

X3/4
N/M42
ITO-41

TAK31F

YOK-35

DAV44

X-402

YOK-40

FRE40

TAK46

N/M70
FRE45

STM31

YAM30R

YOK32S

Ｉ
Ⅱ
Ⅳ
Ｉ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅳ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
１
１
Ｖ
Ⅳ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

３
３
３
０
５
０
６
５
６
５
８
７
３
７
１
３
２
５
１
８
８
５
４
０
１
０
３
２
５
４
６
２
０
１
４

５
３
７
０
０
９
０
９
０
１
８
８
３
４
６
０
０
６
７
１
３
５
４
１
０
８
０
２
３
２
２
１
４
１
１

５
０
３
８
７
２
３
６
６
２
０
８
３
１
５
８
０
９
７
０
８
３
５
５
０
８
０
４
３
２
８
１
０
７
４

３
４
３
３
３
３
３
３
３
３
１
３
２
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
２
３
３
３
２
４
３
３

SWING

ARECANBAY

APHRODITE

カラス

DIAMOND

海太朗Ⅳ

RIPPLEm

LIBERTEEXPRESS

BOY

DONKYV

INDEPENDENCEV

DANDELION

TOGOX

CHARCHAN

CAETLA

SlESTA

SYLPHIDEsm

AMATORA

EXADOR

DONKY-IMPULSE

CORRENTENERA

SLEEPER

BLUENOTE

TRACER

HALFTIME

NINJYA

ANII

青葉

織姫
LUCKYLADY

MARISHITEN

FUJIm

SHADOW

RACCOON

OTSHOSAN



７ 0FFSHORE

(20.18ノット）て､スタートした

第4レースはすぐに10ノットまて風

速は落も，各艇は風のシフトと強い

潮に悩まされることになった。この

レースも当然のように1位“スイン

グ”’2位“アーカン・ベイ，，と定

位置。3位には“リベルテ・エキス

プレス”。特に大型艇有利となった

レースで，“アプロディーテ"が5位

に入ったにすぎず，9位までをクラ

ス1,11の艇が占めることになった。

●第2レース（インショア）

続いて行われた第2レースは，そ

れまでとはやや展開の異ったレース

となった。Bクラスて最初のトライ

アングルをリードしたのは何と，

“インディペンデンス”，“タ、イヤ

モンド”，“リッフ。ルIⅡ”の|玉l産30

ft軍団。かなり差をつけられた“ア

プロディーテ”も後半挽回したが，

7位にとどまった。ljijのレースてﾞ

め，タックをくり返しながらの真上

りのレグとなったが，後続艇はさら

に北に振れた風のなか，ほぼポート

タックのクローズホールド1本で

城ヶ島へ走り込ん趣“摩利支天”

フイニツシュ後，なんと11分て’“ス

イング”がフイニッシュするという

結果になった。

1位の‘‘スイング，，と2位の

“アーカン・ベイ”の修正時間の差

は20時間近く走って，わずか17秒。

3位に“トーゴX"･中小型艇て､､は

4位に“リッフ･ルⅡI",6位に“ア

プロディーテ”が入った。

皇第4レース（インショア）

_f1O)112｢Iには第4、そして延期さ

れていた第2レースが続けてiiわれ

ることになり，コースはトライアン

ク､ル＋ソーセージのオリンピック・

コース(13.6マイル)。

朝のうち残っていた低気圧の風

マークタッチのミスを犯した“リッ

フ。ル，’は気合を入れ直した走りで4

位。クラスAでは初めて“アーカン

・ベイ”が“スイング”に土を付け

“アマトラ”が3位に入る健闘を見

せた。上位3艇の修正時間の差は21

秒というものだった。

●第5レース(ロング･オフシヨア）

最終レース，ロング・オフショア

は得点が2倍となる。ここまて・リー

ドしている“スインク寺”としてはこ

のレース“アーカン．ベイ”の次位

なら倒券だが，2番以上離されるこ

とは許されないという状況て､あった〔

コースは城ヶ島一江の烏沖一ﾎ剛t

lll奇沖一卸競島（時計まわり）－城ヶ

島の約200マイル。北東の軽風に乗

り部嘩1蔵島まて､､は順調に南下して

いったが，大島までの上りのレグは

風も弱く，西へ流れる潮のため先行

艇の船IfllはIこまり，初めて小型艇有

利の展開となった。特に三宅島を通

過するまて､､が大変だったようである。

前半遅れていた“アプロディーテ”

が先ｲj艇をよく見て風のある所を走

り，三宅をうまく岸ベタで通過し，

このレース1位に輝いた。

注目の“スインク、”は“アーカン

・ベイ”を6秒差で抑えて7位に入

り．見事な初優勝を決めた。2位

“アーカン・ベイ”，3位にはロン

グ・オフショアの得点が効いて“ア

プロディーテ”が入賞を果した。

全体的には“スイング”と“アー

カン・ベイ”の安定した走りが目立

ち，また最後に中小型艇が意地を見

せてくれた，レベルの高い大会と

なった。

P
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城ケ島ベースに勢揃いしたレース艇
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(7)この時点て鹸五十嵐君は水miギリギ

リにうつぶせに浮かぶ。

新聞細達*て既報のように，ジヤ

パンカッフ･初llの10117II,第1

レースに船て，不幸な落水・死亡事

故が発牛した。

死亡されたのは“オッショサン，，

のクルー,1il嵐努料(21才)。落水

地点は城ヶII)1柳ﾉﾘ約3マイル，時亥l1

は14時45分過ぎ。海況は北北東の風

約15ノット，却炎曇，波は高くはな

いが，台風の影群て､沖からのうねり

が入ってくるという状ﾙこて､､あった。

事故の維過は次のjml)。

(1)最終-ドマークにて，ボー|､タック

て､l'1lij'醐昨に入ろうとしていた“ラ

クーン”の|ﾉ1側に，‘‘オッショサ

ン"がｽﾀｰポードタックてゞオー

バーラップ。した状態てゞ ,l'l'j艇は接

触，“ラクーン”はハルのボー|､サ

イド（マス|､liijﾉJ)に仙傷'66オッ

ショサン”もパルピッ|、とスター

なおﾉﾉ:いに,!'1,きれた抗議の結果

“オッショサン”はIYRR42.2

(a)違反によl)失格。“ラクー

ン”も衝突|!'1避努力が不+分(IY

RR32.1)として失格となった。

(2衝突後“オッショサン”て､はjil-

嵐君がバックステーに抗議旗を掲揚‘

(3)1～2分して“オッシヨサン”は

南方向へスターポードタックのラン

ニングて､走り始め,IIIIj艇は離れる。

(4)メインシー|､のブロックのl｛ldが

外れ，これを修復。

(5)ジ､ヤイブをｲj･いブームが返った瞬

間，五|嵐ｲﾔが藩ﾉk･≦'|f,'ik3'1時ティ

ラーを持っていた)|:lスキッパーの

証高によれば，このときハ」-嵐衲は

Ⅱ皇止氏の真後ろに位ii'iしていた。な

お，ライフジャケットは榊llしてい

なかった。

(6)｢ii:ちにライフリングを投げ込み，

(8)落水約3分後にマークポートが17.

'一嵐君を引き上げ，人]呼吸弊を施

す。

(9帰港後直ちに救急l1lて病院に通ば

れたが，約1時間後，死亡力Ⅷ認さ

れた。

(10験視の結果「で､き死」と判Iﾘ1。

9

蕊
へ擬

第｜レース帰港後のオッショサン

零

唱品･学韓砦

＃零入浄､

蕊
溌蕊藩識箪鷺

〈にいたマークポー|､に人):『て､救

を求める。

近
肋

ボード11111スタンションにタ令メージを

受けた。
裁暫
烈輻

悼む
一コ

爵蕊

よく好かれ，特に女性にはよくもて

た。武蔵｢:大付屈'li'､)死､､サッカー部

に)ﾘf属して以米のスポーツマンて声

り、長身て､､ガッチリした体格の持!二

であった。

OTSHOSANのル|土は6ヶ

月の付き合いて､､あったが,｢11本抑

レース」期間II1及び|''l航の20111111を

寝起きをともにしたのを始め，短い

期間に幾度となくレースに練洲に寝

食をともにし非常に親密なｲ'i'llllとな

り，本人も最近動作篇葉追いが艇災

の井上に似ているなどと仲間から冷

やかされ，井上のことを親分と呼ん

て､､いた。井上も将来を大変楽しみに

していた矢先の事故で悲痛にi耐えな

い。

(OTSHOSANチーム）

本年5月初ｲ1j,すて､､にOTSHO

ANのクルーになっていた武_[

ムサコウ）ヨシ|､部|!il期′|§の紹介

よりOTSHOSANチームの一

となる。すぐに練群及びレース活

に参加,6)lの廷｢･マリーナヨッ

クラブレースの優勝メンバーと

ったのを姑め「’8911本抑''1際

シl､レース」て､､はナビゲーター，

ルムス，トリマーと'頂要な御;llを

なし，総合2位人'激に大きく貢献

た。911に行われた「第l1''l東京

館山レース」て識はメイン|､リマ－

して活躍し総合優勝の原動力と

った。本人もn分が優勝に一役

つた事に大きく満足して,12月束

ベイヒルトンホテルで行われる表

式参列を楽しみにしていた。

大変素直でIﾘlるい性格て､，誰にも

Ｓ
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彰

故 五十嵐努君

故五十嵐努君の略歴

昭和43年1)12011生(21才）

住所東京都世田谷区経堂3-21-27

身長174cm体重74kg

事故当時武蔵工業大学4年生・同

大学体育会ヨット部副将・全日本学

生外i判りL走連盟liiIIWl1レース委員長
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1．日時

平成元年9月25日()])18:30～21:00

ニッポンカッフ･の組織上のことで，ご了解をいただき

たいことがある。まず，山崎達光氏が会長をしている組

織委員会がある。これは最高決定機関て穣ある。その下に

機能的には二機関があり，一つは競技委員会で，競技を

実施するのに必要な諸機能を持っており，一つは財務委

員会である。財務委員会は，電通そのものて鹸，㈱電通の

営業行為として資金集めをしている。組織委員会として

は，電通から入ってきた大会運営費については把握して

いるが，三洋証券と電通との間の金の流れはタッチして

いない。ということを念頭において説明させていただき

たい。

昨年，大会終了後，三洋証券土屋社長から，もう少し

レースを活|生化できないかとの意向があり，賞金レース

のアイディアが出された。これを受けて，三洋証券と電

通との間で営業上の交渉があり，その結果組織委員会に

賞金レース問題が提案されてきた。組織委員会はNOR

Cに諮り,NORCからは「時機尚早て鹸ある。もう少

し，検討の必要がある」との回答をいただき，組織委員

会では，山崎会長一任となった。l1l崎会長は，「賞金レー

スは，現組織て愈は実施不可能である」の結論を出した。

糸瞭憐委員会事務局は，電通を通じて三洋証券に対し，

①賞金レースは，現組織では実施不可能である。②賞金

なしレースを実施する。③三洋証券は，スポンサーをお

りていただく。のいずれかを選択していただきたい旨を

j謡各した。

三洋証券社長から，山崎会長との面談を求めてきた

が，この件は現在まで組織として対応してきた事項であ

る等の理由から，私（木村事務局長）が代りに会った。

面談中，土屋社長から，賞金レースの実施を今年一年待

てばNORCは，来年は必らずOKするだろうかとの質

問があり，私はその保証はない旨返答した。面談の結論

として同社長から「レースは，賞金付きて､実施してもら

いたい。形はおまかせする」との意思表示があった。

この結果を山崎会長に幸賠，山崎会長は，「現組織てゞ

は運営できない。本年は，ニッポンカッフ組緒歴員会を

通じての大会開催はしない」の結論を出した。

しかし，一方では昨年までの実續をふまえ本年も開催

に向っての現場の準備が進んでおり，レースを存続させ

たいという希望力棄山マリーナ・ヨットクラブにある。

ついては，本年賞金レースが開催て穣きるようにするた

め，次のことをNORCにお願いしたい。本年は,NO

RCは，賞金レースの実態を把握し次回決定のための参

考とするイレギュラー大会として扱ってもらえないか。

現在までの経過からみて本年はNORCの主催はあり得

ないのて、，後援あるいはそれに類似した形で大会開催を

見守ってもらえないか。

以上，経過報告とNORCへのお願いについて説明し

たが，よろしくお願いしたい。

場所

束京訓巷区虎ノ門1-15-16

船舶振興ビル10F会議室

2

も

3．出席者14名

理事11名

大儀見薫，清水栄太郎，久1蒜Ⅱ男，並木茂士，朝河

清，石井正行，児玉萬平，鈴木康之，林賢之輔

宮坂敬三，渡辺修治

へ理事以外3名

一平松栄一（顧問会議長）

木村太郎（ニッポンカッフ。国際ヨシ|、．マッチレー

ス組織委員，同事務局長）

小田切満寿雄（ニッポンカッフ°国際ヨシ|、．マッチ

レース組織委員・葉山マリーナヨットクラ

ブ会長）

4．議題

(1)ニッポンカッフ。'玉l際ヨシ|、．マッチレースの現状

報告

(2)12M級ヨット・ワールドカップ。・ヨコハマ（仮

称）の主催問題

(3)J・Cupの進行状況幸|浩

（4》鳥羽レース実施報告

(5)ジャパングアムレース要項報告

(6)NORC外洋レース規MIIの改正

へ ．議事

18:30,大儀見副会長の司会により開会，大儀見副会

長力議長となり，議事に入った。

議題(1)ニッポンカップ国際ヨット・マッチレースの現状

報告について

大儀見議長から，ニッポンカッフ･・マッチレースにつ

いては，スポンサーて穣ある三洋証券の賞金レースとして

本年から実施したいとの強い意向により，同事務局長か

らの主催者であるNORCへの意向打診に対し,NOR

Cは去る7月の第109回理事会で､の結論により，賞金

レースの本年の実施には障害が多いので早急に決めず慎

重に対処すべきで､あるとの回答を文書で､行った。これを

受けて同事務局長は三洋証券と接渉をしたが，その経

過，結果にもとづき,NORCにお願いしたいことがあ

る，との申し出があったので，木村事務局長に発言して

もらうこととしたい。その後質疑応答の後，在京理事会

としての態度をきめたいと思う，との説明があった。

木村事務局長から”大要次の発言があった。

在京理事会議事録社団法人日本外津帆走協会
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大儀見議長から，葉lllマリーナヨットクラプ小lll切会

長からもNORCへのお願いをしたいとのIIIしll',があっ

たのて議，発言してもらうこととしたい。との説Iﾘlがあっ

た。

小田切氏から大要次の発言があった。

ニツポンカッフ。レースの主催者の一員て､､ある葉lllマ

リーナヨットクラブは，レース現場の述営を批'1しどう

やら自信もついてきたところて､､，多くの人々に志んて､も

らえて，あ')がたいと思っている。

本年は，賞金レースということで，葉lllで､も種々蒜義

があり，皆さんに喜んて､､もらえれば良いということで賞

金レースを受入れることとした。

NORCの協力を得て，本年のレースを実現させたい

と思っておI),よろしくお願いしたい。

大儀見議長から,NORCとしては正式にl'il符してい

る。三洋証券はどうしても賞金レースて、やってゆきたい

とのことて守ある。この事態のなかて､両君がたつような良

い案を出してもらいたい。というのが，今のお二人の依

頼の主旨と思う。質Ⅲにはいってもらいたい。との発言

があり，大要，次の質疑応涛があった。

渡辺理事

ヨットレースは，オーナーが''1分の懲凹,て､参加するも

のである。ニッポンカッフ。が賞金レースて､ないと戒立た

ないというのは，スポンサーの考えて､､あり．，誰のための

レースて叡あるのか，参力llするヨシ|､マンの､』ﾉ場を全く無

視されたような気がする。

木村氏

IORレースの場合はオーナーの患W､が大き<,マッ

チレースは，まさにスキッパーのレースて､､ある。ニッポ

ンカッフ･は，ヨシ|､に緑のない人，ヨシ|､に関心を持と

うとする人，商度のヨット技術を観たい人のためにｲj･

う，エキシビションに似た性格のものであl),今|Ⅱ|から

の賞金レース化は他スポーツのプロ化の過1i1とllilじて､あ

る。間違った方向に進んて､いるとは思われない。

石井理事

アマのプロ化が，他のスポーツて進んで､お')，う｡ロ・

アマ混在の大会もかなりあるが，アマは賞金の対象にし

ないという一線が明確にされている。NORCには，こ

の規定がないのて､､，プロ・アマの区別をIﾘ雌にして，賞
金を鱈号してフ･ロになった者は，以後NORCのレース

には参加て､､きないことを骨子とした規定をルール委員会

て鹸作成中て､､ある。将来は，この規定を厳格に連艸'するこ
とてアマの立場は1剰寺て､､きると思うが，現在,NORC

が賞金レースに参加するということには蝿兀がある。

木村氏

アマチュアが，賞金をもらっても，それを受取らなけ

れば，返却すれば，あるいは協会に委託すればアマの資
格を保つことは可能である。11本に1レース<,らいは，

フ･ロの高度の技術を槻せるレースがあってもいいのでは

ないか，と思っている。

ちなみに，ワールド・マッチレース・コンフアレンス
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(WMC)のレースの中で賞金を付けているレースは，

ワールドカップ。最終戦，グレンディッヒカッフ｡，バ

ミューダカップ。（今年から)，リバテイカッフ。（来年か

ら）等がある。

児玉理事，鈴木理事

賞金で．なく，選手に講演等をさせて，その料金とし

て，あるいは，ギャランティとして支払う形はとれない

のか◎

木卜1氏

「賞金○千万円」をうたい文句にするのが最大のメ

リットて､あるとスポンサーは考えているのて領，そのよう

なことは、あり得ないと思う。

児玉理事

スポンサーが，主催者の意向を認めず，侍ってもらえ

ないということは,NORCのこのレースに対する主体

性を無視しているとしか思えない。また，他のイベンヘ

について圧力をかけてくるようなことは許されること-し

はないと,W､う。

清水専務理事

呪在の糸|職委員会で､は賞金レース実施は不可能で､ある

から，組織委員会は解体し，レースはNORCに返って

くることとなる。

木ﾄj氏

実体としてレースは残るのて､､，今年は見守って来年の

判断のかてにしてもらいたい。

また,JYAには,NORCがすんでから話しをする

こととしており,NORCと同じレベルて､､の協力をお願

いしたいと考えている。

村､l氏からの依頼に対しては，清水専務理事から，返

符することとなった。

以上で､，質疑応答は終了し、19:37,木村，小旧切両

氏は退席した。

大儀兇議長から、今まて､､，レース主催者であるNOR

Cとスポンサー三洋証券土屋社長と公式に話しをしたへ
とがない。直接土屋社長と面談したら解決で､きると思う。

mi談の結果どうしても賞金レースということであれば，

NORCが主催という形て､､は，今年はできないのて､､，そ

の旨をWMCに報告するということにしたい，旨提案が

あり，了承された。

議題(2)12米級ヨット・ワールドカップ・ヨコハマ（仮

称）の主催問題について

大儀見議長から，資料にもとずき大要欠の説明があっ

た。

デニス・コナーから，来年5～6月頃横浜で､,H本

チャレンジのヨット等4艇を使用して招待形式のマッチ

レースを開催したいという申し入れがあった。

当初,n本チャレンジにこの話しがあったときに，開

催時期，ヨット借上げの条件がOKなら協力する。ただ

し，資金面，事業面，海面て鹸のレース運営面をデニス・

コナー・スポーツが担当するなら日本チャレンジとして

は前向きに検討する。と回答していた。また,NORC



のお墨付きをいただきたいとの申し入れについては,N

ORCの所要機関に諮る必要があるが財政，及び海関で

の連汽の責任については，糺蹴上余力がないのて期待てゞ

きない。ただし許認可関係で1．『庁へのIII論については，

検討･の可能|生がある旨非公式に|m答していた。

このような経過の後、9月8日付文書で，デニス．コ

ナー・スポーツの代理店の立場て､､J・坂崎マーケティン

グからNORCに対し、このレースの主催を引き受けて

いただきたい，との申し入れがあり，先週デニス．コ

ナーから文書で

1)NORCの名前を，許口川J請等の名義人として使わ

せてもらいたい。

2)NORCで､，海面のレース運営を引き受けてもらい

たい。

との依頼があったが，「レースを運営してもらいたい」

一項があるのて､，承諾するわけにはいかない。と考えて

“.､るo

NORCが主催する必要性,NORCの運営余力，名

義料等極々議論があったが，人j義見議踵から，制協tの余

ノJからみてレース述営は引'受けられない，レース海,Aiの

設定に疑義がある胃デニス．コナーあて返答することと

したい胃の提案があり，了承された。

議題(3)J.Cupの進行状況報告

宮坂哩搭から，本部主催レースであるJ・Cupは実

イ『委員会ベースて進んでいる。実行委員艮は並木理]lf,

レース委員長は今IMI理事で､ある。現在のエントリー数

は、35隻て、ある胃の報告があった。

並木瑚事から大要次の報告があった。

本年から，開催地が三浦市に移り，地兀の三南|j災始

め市の|卿係者，また，東部漁港事務所等非術に協力して
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いただいている。

J.Cup,鳥羽レース、および50Ftレースは3点

セツ|､て儀，サーブ90のプレイベントとされており、来年

もイベントとなることは確実て､ある。

ただ，鳥羽レースについては，フィニッシュの時期が

多数の漁船が集まる三崎港て､､の海の祭りと重なるが，し

かし，時間があるのて､､，調整の余地はあろう。

議題(4)鳥羽レース実施報告について

宮坂帆走委員長から，乗員3名について虚偽の申告を

した艇があった。大きなIM1題て傘あり，清水専務理事，帆

走及びルール各委員長とて、対策を協議した結果，レース

委員長名で全体に勧告をする。という措置をとりたい旨
の提案があり~｣'ﾉ侭された。

議題(5)ジャパングアムレース要項報告

児玉理事から，資料にもとづき要項の提案があり，大

要については~r承されたが，レーテイング，無纈由信

佃別艇スポンサーの斡旋の各項及びi推，共催，の英文
を含めての表爪去等について，さらに担当においてつ

めることとされた。

議題(6)NORC外洋レース規則の改正

イi井ルール委員長から，フ･ロ・アマの規定に|奥l連する

琴l1の改正案について資料により説lﾘlがあったが，審議

は次|!'l理事会に委ねることとされ,11艇案されることと
なった。

他に質疑意兄等はなく，以上誇義を終了し,21:00在
京瑚事会を終丁した。

lz,i[議事録にi誤りのないことを証lり'し，記名ｷIII印する。
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議長大義見菫

NORC’89ニッポンカップ・マッチヨットレースの主催を降りる

r N－－ ‐

一ツポンカップ賞金問題の経緯につ 皆様もご承知のように．このニッ木村氏がメンバーて、もある葉山マ

いて

去る10)lllH、石原会長を含む緊

急総務委員会が持たれニッポンカッ

フ。を賞金付きレースとして認めるべ

きか否かの問題の最終読義が行われ

ました。その結果、準備担当グルー

プ･によってなし崩し的に賞金レース

への道を歩んて､､いることに対し、N

ORCは現段階における賞金レース

は認めるべきではないとの見地から、

本年度のニッポンカッフ。主催団体を

降りることに決定致しました。以下、

これまでに至る経緯についてご報告

申し上げます。

ポンカッフ。・マッチヨットレースは

4年ほど前より木村太nli氏が中心に

なって企画し、NORCが主催運営

するものとしてWMC(ワールド・

マツチレース・コンフアレンス）に

申請し、WMCはとりあえずNOR

Cの準加盟（う。ロビジョナル・メン

バー）を認め、二年間（二回）の

レース運営の実績を兄た上で、正式

加盟としたいとの決定を受けて実施

されたものです。日本における具体

的なレース運営については三洋證券

をメイン・スポンサーとし、NOR

Cのほか、葉山マリーナ・ヨットク

ラブ及び日本ヨット協会を加えた共

催の形を取り、かつ実質的な運営は

リーナ・ヨットクラブを中心にして

行うことが決まりました。同時にN

ORCも構成員として参加したニッ

ポンカッフ｡紅朧t委員会（山崎達光会

長、木村太郎事務局長、その他関連

団体よりの委員によって構成）が結

成され、この委員会がこのレースの

全体の企画・運営に当たって来まし

た。

一昨年と昨年の二回のレースは、

トップ。・レベルの世界各国の選手の

参加を得て、大きな成果をあげ、国

際的に高い詔､を得ることができま

した。この実績を踏まえて、WMC

は昨年度の年次総会て鹸,NORCの

正式加盟を認め，本年度のレースは



OFFSHORE

WMCの公式レースの一つとして開

催されることとなっていたものです。

本年度6月の組織委員会で、事務

局長より、本年度のレースはスポン

サーの極めて強い要望により、我が

国で初めての賞金付きレースとして

話題性の高い大会にしたいとの提案

がありました。この会議では、結論

は出ず、各構成組織に持ち帰って賞

金レースとして行われることについ

ての可否を検討することとなり、N

ORCとしては、7月に定例の理事

会において検討の結果、次の二つの

理由で、今回の大会を賞金レースと

することは時期尚早て､あるとの見解

が出されました。

第一は、あらゆるスポーツに

商業化の波が押し寄せ、マスコ

ミによって大衆化されていくこ

と力珊寺代の趨勢とは言え、こと

ヨットレースにあってはオー

ナーシッフ。が根底にあり、賞金

という概念をヨットマンに受け

入れてもらうには、もっと深い

議論をつくす必要があること。

第二は、現在のNORCの競

技f訓ﾘには、フ･ロ・アマの規定

がなく、レース規Mllの改定が必

要で､あり、そのためには権寸と

決定に時間が必要で､あること。

て、ありました。

しかしながら、その後においても、

スポンサーや他の共催団体の賞金

レース開催の希望は極めて強く、同

事務局はNORCの影冬的な了承を

見越して、対外的に賞金レース実施

を打ち出してしまっておりました。

9月25HにNORCの緊急在京理

事会が開かれ、組織委員会の木ｷ檸

務局長と葉山マリーナ・ヨットクラ

ブの小田切会長とが出席し、スポン

サーの三洋證券の立場は極めて獅更

で「賞金を認めなければスポンサー

を降りる」ということで､あり、NO

RCとしては本年度のレースの主催

団体の立場を降りて（後援などの形

てﾂ、賞金付きの本レースを見守っ

てもらえないだろうかとの「最終

的」要請がありました。

また、一方では、「NORCを主

催者とした形での組織委員会の維持
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・存続は不可能となりましたので、

本組織委員会を一旦#轍することに

相成りました」という文書が出され

るなど、開催を目前に大変混乱した

状況が生まれてしまいました。

なお、この間、WMCに対しては、

組織委員会事務局より、葉山マリー

ナ・ヨットクラブを、NORCに代

わって日本における主催団体とした

いなどの働きかけも行われ、国内の

混乱は海外にまで及ぶ結果となりま

した。

NORCとしては､メイン･スポン

サーである三洋證券との直接の対話

(10月2H)を試みるなど、事態打開

の可能|生を求めて参りましたが、賞

金レースの実施は既にスポンサーと

の間で最終決定済み(9月20日の組織

委員会事務局長と三洋證券との会

調との事態となっているという状

況で､これ以上の混乱を避ける意味

で、前段の緊急総務委員会を開催し

た結果、賞金レースを前提とした今

年度のレース主催は取りやめること

にし、WMCに対して、NORCは

|-1本におけるWMCの正式加盟団体

としての立場はまったく変わるもの

ではないこと、今後の日本における

マッチレースの健全な発展について

は本年度の経験を踏まえてWMCと

賑義の上、対処していきたいことな

どを確認の上、本年度の「異常事

態」について説明、了承を得ること

で、当面の事態を収拾することに致

しました。これによって、今年度は

関連諸団体のいずれかによって本大

会の主催運営がなされることになり

ました。

なお、WMCは、当然、従来通り

NORCを日本におけるWMCの正

式加盟団体として認知しており、本

年度の大会が不要な混乱を避けて、

成功裡におこなわれるよう協力して

もらいたいこと、今後の大会運営に

ついては本大会のため来日した際、

十分にNORCと権寸したいことな

どを表明しております。

NORCとしては、いかに時間が

無いとはいえ、ヨットレースにおけ

るアマチュアリズム、オーナーシッ

フ。の在り方について十分な議論を尽

〈さないまま、賞金レースが実施さ

れることを大変残念に思っており、

この問題を含めて、次回からはこの

ような不要な混乱を二度と繰り返さ

ず、更に一層充実した形て叡ニッポン

カッフ。・マッチレース・シリーズが

行えるよう具体的な対応策をWMC

ともども検討していきたいと考えて

おります。

この件につき会員諸氏のご意見を

お待ちしております。

最後に、意見の相違はあるとは思

いますが、本大会の実現に誠心誠意

努力された全ての方々に感謝の意を

表すると共に、NORCの今回の決

定によって心ならずもご迷惑をおへ

けする方々に心からお詫び申し上け

ます。

JapanGuamYacht

Raceに関するお知らせ

◎10月5日にGuamMYCのジョー

ジ・ジャンセン氏と協議の上，以

下の理由によりJapanGuamY.

Rの本年度の開催は困難との見

解に至りました。

l.現在，旧クラブハウスも取

り払らわれ，新クラブハウス

の基礎工事を12月より始める。

従って受け入れのファシリ

ティが無いこと。

2．上記工事の為，ボランティ

ア活動が必要とされ，コミ"ヘ
ティ要員のやり繰りがつかな

いこと。

3．停泊ブイはコンクリートブ

ロックが15あるが，それを設

置する工事業者がいないこと。

◎関係各位にはご協力いただき，誠

に申し訳ありませんでしたが,M

YCのボードコミッティの正式な

返事を待って，来年の開催に向け

て準備いたしたく，本年度につい

てはキャンセルとしたいと思いま

す。

J_GYR担当理事児玉萬平
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投稿一ロングレースの無線について－
<鈴木委員長に再反論＞

私の提言を本誌にとりあげていた

だき有難うございます。

先月号で､，通信委員長鈴木氏から

早速反対のご意見をいただきました

のて鹸，本誌の求めに応じ，これに再

反論いたしたいと思います。

鈴木氏の反論はロンク争オフショア

レースにおいてNORCの短波無湶

<J3EのSSB>を義務搭載させ

るべきて翻あるという従来からの考え

方をいささかも変える必要はない，

へいうことのようですが，この考え

ノブを会員にさらに理解してもらうに

はいささか調号力に欠ける内容だと

思います。

私は8月号に本誌上で誌浦力起こ

ることを期待して次ぎのように投

稿提言をしました。

「NORCの本部はナショナル・

オーソリティの仕事だけに専念し，

｜玉|隙間レースを除いて今の本部レー

スを全て下部におろす。NORC設

備規定のJ3EのSSBの設置義務

をゆるめる。ガリガリのレースはそ

れはそれて、やるとして，あらゆる部

分でクルージング志向の艇で､も安全

面さえクリアーされればレースにも

参加て繊きるようなレース運営に切り

換える。クルージング志向の艇のこ

へをもっと考える」－と。

また，八丈レースや小笠原レース

などロンク守レースカ枕滞している大

きな理由に，無線設備の義務設置が

おおきく響いていると考えているこ

と，そしてその設置義務のJ3Eの

SSBが（会員艇の間で､）評判が悪

いと述べました。

これに対･して鈴木氏は『(短波無

線設置義務があるのて､ロンク慧オフ

ショア）レースに出ない、出られな

いというのは詑弁である」と反論さ

れました。

氏はその理由の一つに，レース運

営サイドの社会的責任をあげていま

す。私とて社会的責任は大切だと考

えています。ただ，ここで問題にし

たいのは，従来からレースの無線の

議論は運営サイドの無線への依存

（艇の位置把握など）と艇のサイド

での無線への依存（安全・非常通

信）がゴチャゴチャに議論されて来

たことです。NORC所属艇にもV

HFやEPIRBの搭載が認可され

た現在，この辺でそれらを分蛎蒜倫

するようにしないとi蹄Lを招きます

私は電波の到達距離からVHFが』

3Eの（緬皮)SSBにとって代わ

れると論じた覚えはありません。鈴

木氏はJ3EのSSBの問題を敢え

て避けほかの問題にすり替えようと

なさっています。

また，鈴木氏が『(短波無線設置

義務があるので）レースに出ない，

出られないというのは誼弁て、ある』

と断ずるもう一つの論拠にメルボル

ン大阪レースでは乗員がたった2人

なのにも拘らず，全艇が努力して』

3EのSSBを搭載したことを挙

げ，氏の意見の補強ﾎ林斗にしておら

れます。

私はここに1つの反証を挙げたい

と思います。

それはKAZI本年5月号358頁

に掲祓された「無線の規則っておか

しいんじゃない？」と題したくシャ

ンク、リラⅡI>の丹羽氏がお言きに

なった文章です。一読していただけ

れば判りますが，この文章はNOR

Cの無線政策に対する強烈な批判の

文章で､す。

丹羽氏はこの文章の中て､､,EPI1

RBと私たちが今論じ合っているN

ORCのJ3Eの短波SSBについ

ての意見をのべておられます。今回

は私はあえてEPIRBには触れま

せん。

丹羽氏はくベンガルII>にのって

ご夫妻て畿メルボルン大阪レースに出

場されました。その時の経験から

『日本のヨットに搭載が許されてい

る(NORCのJ3E)SSBは出

力が弱くてまったく使用に耐えな

い」『日本艇の多くは少し離れてし

まうと交信不能で，リレーによる助

けを得なくては通信ができないとい

0隅HORf

う有様て蝉あった」とのべておられま

す。また，沖縄レースに出場なさっ

た経験では，『日本で現在使ってい

る(NORCのJ3E)SSBは，

全く名目だけのものて､､あって，目で

見える距離の範囲で､しか使えなかっ

た」と述べておられます。

これが，鈴木氏が「諦弁」と|断じ

全艇力轄載した無線の実態の'3両な

のて・す。

搭載した艇の心が休まるはずはあ

りません。搭載しなければレースに

出られないという規則（搭載義務）

にしばられて搭載したに過ぎないか

らです。NORCが義務搭載政策を

実施してから15年以上の日々が過ぎ

た現在，そろそろ会員の意見を聞い

て見なおしを検討したらどうだろ

う，というのが私の意見なのて､､す。

そして，その見なおしも廃止ではな

く，ゆるめたらどうだろう，という

穏やかな提案なのです。

つい先頃行われたハワイ広島レー

スでもNORCのJ3E(短波)S

SBが有効に働かなかったと本誌9

月号て儀内海支部の津田氏力報告して

います。

津田氏はくマリン緬皮＞という呼

び方をしていますが，これがまさし

く今論じている<J3EのSSB>

なので､す。

鈴木氏はこの<J3EのSSB>

が（会員艇の間て､､）評|削lが悪いとい

うのをお認めになりたくないからな

のて、しようか，私が<NORC所属

艇が特定の相手方との間で運用力許

されている電波形式J3Eの緬皮S

SB無線＞を省略して単に<J3E

のSSB>と表現したのをわざわざ

とりあげ，それて､､は『H3Eはよい

と解釈できるjなどと抑楡されてい

ます。

私の8月号の文章全体を読んでい

ただければ，私が短波そのものやS

SBのことや電波形式の良し悪しを

論じているのではないことは誰の目

にも明らかです。

私はクルーザー界に新規参入者が

どんどん増えているにも拘らず,N

ORCがそれらを吸収し得ず，八丈

島レースや小笠原レースのようなロ
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ングレースが沈滞気味なことは何か

おかしな現象だと思っているのて繊す。

そして本部が行っているこれらのロ

ンク、レースを活発化する方策として

いくつかの提言をまとめてみたのてﾞ

す。私は無線がロンク霧レースの大き

なオ､ツクの一つになっていているの

て､､はないかと思っているのです。こ

の考えを鈴木氏は『|､ンチンカンな

考え」と言われますが私はちっとも

トンチンカンで､はなく，相当数の

人々 に支持される考えだと,ILI､ってい

ます。NORCの短波無線<J3E

のSSB>はいままで義務設置の一

本棺て鹸来ましたが，このへんて義務

設置を設置推奨に切り換えた方が実

情に合L,，ロングレースの禰発化に

繁がるのて､はないかと考え提言の一

つに挙げているのです。

鈴木氏は<J3EのSSB>とい

う衣現がロングレースて義務搭救に

なっている<NORC)-ﾘ礪艇が特定

のｲ||手方との間て､､連川が許されてい

る地波形式J3Eの緬皮SSB無線

＞の省略形だということは百も承知

なのです。

なぜなら，本部･j血信委員会が開

局を乍面支援したオークランド博多

レースの公式文書て’もアマチュア無

線の短波と|ﾒ別するためにNORC

の緬皮を<J3EのSSB>とだけ

で表現していますし，私が関係した

前l''lのグアムレースでも私たちが鈴

逗子マリーナカップ

ヨツトレース実施要項

①開催日;1989年11)123H(*)

②主催;NORC逗子フリート・逗

子マリーナヨットクラプ

③大会会長；並木茂-t

(NORC関東支部擬）

④ﾚｰｽ委員長；小沢美弘(NORC

関東支部）・mll委員長；三宅

画青

⑤主幹；逗子マリーナカッフ。実行委

員会一実行委員長；三宅画青

（逗子マリーナヨットクラフツ

実行委員；青山恒昌・別部尚

司・浅野英武・溺尺武司

事務局長；横山忠弘・事務局

委員；河目清和・岡崎利貴男

14

木氏とNORC清水専務を混じえて

作製した公式文書の中て､もNORC

の短波をアマチュア緬皮無線と区別

するために<J3EのSSB>とだ

けて､表現しているのて､す。

それなのにも拘らず，クルーザー

界の無線のリーダーたる鈴木氏が本

筋を離れ，たかだか<J3EのSS

B>という言葉の端を取り上げnll"

なさる造り方に私は胸を突かれる思

いがするのて､､す。

鈴木氏は本部の無紡野門部会の委

員長て､あり，本職の専門家であり，

私は街の一介の歯科"iijで､す。無線

についてはいわば横綱と幕下で､す。

本筋を議論するのて､､はな〈，言葉の

端々を揃えられての技術諭にされた

のて､､は敵うわけはありません。

また鈴木氏はliil同のグアムレース

で 『アルゴスに使川した費用てり;i'IIIk

無線を購入しておけば今年も参加す

る艇はそのまま利HHl'!米たて≠しよ

う」と述べられていますが，これも

我田ウ|/kもいいとこて､，ク守アムレー

ス参加各艇のアルゴス分fll金は屯池

代プラス2万II1の計10~"l11て’しかな

く遮断鷲はすべて寄付て､まかなわれ

ていることは，皆さんよ〈ご存じの

はずて､､す。寄付金で短波無線機を購

入して参加翻挺に配ったらよかった

というご意見なのて､､しようか。NO

RCの歴史て繊もそんなことをした例

は見当たらないはずて､､す。

横山忠両I・脇本豐・梶|Ⅲ義

⑥協賛一逗子マリーナ（株）エスエ

ルビー・他各社

⑦支援一逗子'ij

③協力一株式会#惇月l1海洋・シーポ

ニア事業所

⑨コース一相模湾ポイントレース

（簡易オリンピックコース）

⑩適用規則一|｣1際ヨット競技規則

(1985～1988年）及びⅢ陸指

示書を適用する。レースの目

的は，Ⅲ{走の練習と親睦にあ

り，オーナー及び乗員の良識

に基づくものとする。

⑩参加資格一アマチュアヨット愛好

者とする。（クルーザー）

⑫参加費用一一艇¥8.000

ちなみに今年はアルゴスの準備を

早く始めたために－艇あたり28万5

千円の経費で賄うことが出米る予定

て､､す。］昌夫次第でこの経費はまだま

だ安くなるはずです。今年の一艇あ

たりのアルゴス分担金は5万円にと

どまると予想されています。

私たちはいろいろな可能性にトラ

イしてクラブの会員が広くli'凡走を楽

しめるように会が運営されることを

願っています。

横綱は横綱らしく相撲をとっても

らいたいと願っています。いまは少

なくとも会員からの声を耳を長くし

て侍っている時だと思います。是｣|§

「聞く耳」を持って下さい。そしへ

それによっては「検討しましよう

か」という寛容さを見せてドさい。

本会のような趣味の会で､は会員は

なかなか発言しないものです。ほと

んどの会員は意兄があってもリー

ダーにまかせて言わないのが画l1てﾞ

す。リーダーのﾉﾉ針が良かったかど

うかはやがて歴史力証明することを

知っているからで､す。会典が黙って

いるからといってリーダーの方針が

大方の賛''1をえているとf＃党しない

て､､ください。

NORCの拠!llも会員が決めるも

のです。この間逆について更に会典

満氏の賛祈のご意兄が本誌にあがる

ことを期待します。

問田尚之くポﾗﾝｽⅢ>

－－ハ

イⅡ､し逗子マリーナ叩禺艇は一

艇至5,000

⑬参加申込一所定の参加LII込耆に必

要串項を記入し，参加費用を

そえて11月15日（水）まて､､に

ja'l'込~|､､さい。

⑭艇長会議一参加艇のスキッパーは

必ず出席して下さい。－，89

年lln181I(土)17:30～1

8：30－逗子マリーナ事務所

"2F

⑮申込一逗子マリーナカッフ事務局

お問い合せ－逗子市小坪5-419-2;

㈱エスエルビー・ハーバー事務所内

一恥10467-23-2111;担当－横山・

'前1崎★レース当H'IblO467-24-1000

（ハーバー事務所）



15 0郷"ORE

’近畿北陸支部1989NORCボイントレース成績表
【1回戦】'89/06/l1 NE2～4m/sec

TypelT.C・FI持点｜着順｜時間｜修正秒｜ｸﾗｽ順｜得点｜合計点 順位Sail＃方弓フ
ノノハ YachtKame

③
②
⑥
④
①
⑤
⑧
⑦
⑨

②
①
③
②
①
③
⑤
④
⑥

②
①
③
②
①
③
⑤
④
⑥
⑦

HYOTTOKOⅣ

NOSIDE

SNOBBYCOKKCTIOK

CREEKV

POISSONRO[GE

TWIKCAM

ESPERANZAU

MARIE

PetitTAKO

TAKOSpirits

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

８
８
２
２
０
６
４
６
６
３

４
０
２
５
５
０
２
５
５
９

４
８
０
７
９
５
７
９
８
８

３
３
４
３
３
３
３
３
３
３

Ｏ
０
Ｓ
８
８
８
・
Ｃ
Ｓ
Ｃ

３
３
６
ノ
ノ
ノ
ノ
３
ノ
ノ
ー
１
１

｜
ｌ
２
１
１
２
１
２
２
２

Ｒ
Ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｒ
Ｒ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｆ
Ｆ
Ｙ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

８
０
８
４
４
４
０
６
２
６

５
８
７
６
７
７
６
０
１
０

２
２
８
６
６
６
６
６
６
６

７
７
６
６
６
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
７
８
６
２
４
７
６
９
Ｆ

５
３
０
２
０
１
２
０
４

■
Ｏ
ａ
ａ
ｑ
■
■
●
■
●
●
■
■
●
●
■
■
●
●
●

０
０
０
７
０
９
１
１
４
Ｎ

１
１
２
１
１
１
２
２
３

■
む
ら
ａ
●
６
●
■
■
●
●
●
●
●
■
■
■
●
■
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
０

４
５
９
１
４
８
７
５
６

５
４
６
６
４
２
４
４
１

８
８
０
９
０
７
５
１
６

０
０
３
０
８
１
２
２
７

Ｆ
フ
サ
〃
〃
〃
夕
，
？

３
３
３
３
２
３
３
３
３

０
５
０
０
５
０
０
０
０
０

０
２
０
０
２
０
０
０
０
０

■
■
■
。
●
●
ｂ
令
◆
●

２
３
１
６
７
５
３
４
２
１

０
５
０
０
５
０
０
０
０
０

０
２
０
０
２
０
０
０
０
０

●
■
●
●
■
■
■
①
。
■

２
３
１
６
７
５
３
４
２
１

【2回戦】'89/06/11 N4～5m/sec

持点 時間 修正秒 得点｜合計点｜順位Sail＃ 着順 ｸﾗｽ順スー
フ

ヶ
ノ YachtName Type T「、同

』●平口』

③
①
④
⑤
②
⑦
⑥
⑧
⑩
⑨

③
①
②
②
①
④
③
⑤
⑦
⑥

②
①
②
②
①
③
④
⑤
⑥
⑥

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

HYOTTOKOⅣ

NOSIDE

SNOBBYCONNCTION

CREEKV

POISSONROUGE

TWINCAM

ESPERANZAII

MARIE

PetitTAKO

TAKOSpirits

８
２
８
８
４
８
０
２
７
８

■
■
ｂ
●
■
●
４
●
巳
●

９
６
９
４
６
０
１
３
２
８

３
１
２
７
８
８
３
８
１
２

１
７
０
９
７
１
０
２
５
８

，
Ｊ
″
〃
〃
ｐ
〃
〃
″
●

３
２
３
２
２
３
３
３
４
３

８
８
２
２
０
６
４
６
６
３

４
０
２
５
５
０
２
５
５
９

４
８
０
７
９
５
７
９
８
８

３
３
４
３
３
３
３
３
３
３

０
０
ｓ
８
８
８
Ｃ
Ｓ
Ｃ

３
３
６
Ｊ
ノ
ノ
ノ
３
ノ
／
ｌ
１
１

ｌ
ｌ
２
１
１
２
１
２
２
２

Ｒ
Ｒ
’
’
’
一
一
一
一
一

Ｒ
Ｒ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
Ｎ
Ｋ
Ⅱ
Ｍ
Ｍ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｆ
Ｆ
Ｙ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

８
０
８
４
４
４
０
６
２
６

５
８
７
６
７
７
６
０
１
０

２
２
８
６
６
６
６
６
６
６

７
７
６
６
６
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
５
０
０
０
０
０

０
２
０
０
２
０
０
０
０
０

■
●
■
■
の
■
■
■
●
①

２
３
１
６
７
５
３
４
２
１

６
１
５
４
５
６
１
０
５
６

１
２
２
３
２
５
５
４
３

■
ｂ
■
６
■
●
■
凸
争
。
“
●
昏
凸
缶
凸
●
●
◆
。

２
２
３
４
９
９
５
２
３
６

１
１
１
１
１
２
５
３

■
Ｂ
■
ｃ
ｃ
。
■
も
●
ｂ
ｅ
■
■
凸
●
①
守
り
ｅ
①

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
５
０
０
５
０
０
０
０
０

０
２
０
０
２
０
０
０
０
０

●
●
①
●
●
①
●
ひ
■
●

１
３
２
６
７
４
５
３
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
５
０
０
０
０
０

●
。
ａ
凸
早
。
●
●
①
●

３
６
３
２
４
９
８
７
３
３

１
１封 L

2～3m/sec【3回戦】’89/07/09 S

順位得点 合計点修正秒 ｸﾗｽ順持点 着順 時間T､C・FSail＃ YachtName rypeガニブ
ノ･ノハ

②
①
⑤
⑥
②
④

②
①
③
④
①
②

０
５
０
０
５
０

０
７
０
０
２
０

凸
早
。
●
■
■

３
０
２
１
４
８

１

１

ＳＬ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
８
Ｃ

３
３
５
ノ
／
１

４
－
Ｒ
２
１
２

ノ
ノ
Ｒ
’
一
一
’

３
Ｒ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｍ

ｌ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｘ
Ｆ
Ｙ
Ｙ
Ｔ
Ｙ

①
②
③
⑤
④
⑥

６
４
８
６
８
７

３
６
３
６
８
７

７
５
８
４
７
６

９
９
２
３
０
３

Ｊ
，
〃
牙
Ｊ
ｙ

２
２
３
３
３
３

０
５
０
０
５
０

０
２
０
０
２
０

●
●
①
●
○
勺

３
４
２
１
２
１

７
１
２
０
０
８

３
４
３
３
５

５
７
４
９
７
４

１
１
１
２

１
１
１
１
１
１

３
０
３
６
４
６

５
８
４
１
６
０

５
２
３
０
６
６

７
７
７
７
６
６

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
０
０

０
６
０
０
２
７

１

５
８
８
０
２
６

９
０
７
３
５
５

１
８
６
３
７
９

１
３
３
３
３

FRONTRUKNER

NOSIDE

安清丸
PURPOSEⅧ

CREEKV

MARIE

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅳ
Ｖ

．－)一』.〈
ず一、

11.mI‘,,',賀がテーマです

｣牝○Ⅷそのと志 い◎
船舶用無線電話装：…〆

鼠“
奉
毛

霊
《
一
歩用 三

船舶用HF帯SSB無線電話装置

IC-M700J
郵政省型式検定合格機検定番号S86004

検定合格年月日昭和61年11月14日

型式名SS2ED2/23-50｣3E・12.5H3E48-1

、
駄｡"；
期喰蕊;

』

船舶用国際VHF/FM無線電話装置

I仁一MBO
郵政省認定機種認定番号VC85EDO9

●船舶用国際VHF/FM携帯型無線電話装置

｜C－M5郵政省認定機種認定番号vc85EDo8

400MHz帯小型船舶用無線電話装置

IE－MヨO
郵政省型式検定合格機検定番-号F87005

検定合格年月日昭和62年2月6日

型式名FFM2ED351､9/364.2-5F3E12-1

●400MHz帯小型船舶用携帯型無線電話装置
｜C－M6郵政省型式検定合格機検定番号F87041

検定合格年月日昭和62年7月8日

型式名FFM2ED351'9/364.2-5F3E6-1

アイニ]Z_,株式会社本社547大阪市平野区加美東6丁目9-16
●北海道営業所盆011(251)3888●仙台営業所冠022(285)7785●東京営業所笠03(621)8649●名古屋営業所冠052(842)2288●金沢出張所壷0762(91)8881
●大阪営業所公06(793)0331●広島営業所か082(295)0331●四国営業所盆0878(35)3723●九州営業所恋092(541)O211

JIII燕カタログをご希望の方は製品名､住所､氏名､年令およびこ一覧になった雑誌名をこ記入の上､大阪営業所く547大阪市平野区加美南1丁目8-35>OS係まで｡
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【4回戦】'89/07/09 S 3～4m/sec

合計点 順位得点持点 着順 時間 修正秒 ｸﾗｽ順Sail#スー
フ

ヶ
ノ YachtName Type T,C,F

①
②
③
④
①
②

②
①
③
⑥
①
③

ＳＬ

Ｏ
Ｏ
Ⅱ
８
Ｃ

３
３
５
Ｊ
ノ
ー

４
｜
Ｒ
２
１
２

／
Ｒ
一
一
一
一

３
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
Ｍ

－
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｘ
Ｆ
Ｙ
Ｙ
Ｔ
Ｙ

①
②
③
⑤
④
⑥

５
０
０
０
５
０

２
０
０
０
２
０

■
Ｇ
■
、
。
■

４
３
２
１
２
１

５
５
０
０
０
０

２
７
０
０
５
０

■
■
■
●
ゆ
ゆ

７
３
４
２
６
９

１

１

４
３
８
０
６
７

合
①
■
。
Ｇ
●

５
９
１
２
２
１

３
３
５
４
３
３

３
３
５
８
４
７

１
１
〃
Ｊ
，
，

３
３
３
３
３
３

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ｖ

５
８
８
０
２
６

９
０
７
３
５
５

１
８
６
３
７
９

１
３
３
３
３

FRONTRUNNER

NOSIDE

安清丸

PURPOSEW

CREEKV

MARIE

３
０
３
６
４
６

５
８
４
１
６
０

５
２
３
０
６
６

７
７
７
７
６
６

白
白
。
●
●
①

０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
５
０

０
７
０
０
２
０

巳
巳
●
や
●
。

３
０
２
１
４
８

１

１

６
７
７
６
１
９

３
２
３
１
５

叩
■
■
■
■
■
●
●
Ｇ
ｏ
Ｇ
●

３
６
０
１
５
４

１
１
２
３
２
３

■
●
叩
■
■
■
叩
Ｂ
ａ
４
ａ
Ｇ

１
１
１
１
１
１

【5回戦】'89/09/10 NE2～3m/sec

持点 得点 合計点着順 時間 修正秒 ｸﾗｽ順 順位Sail#クラス YachtName Type T,C・F

X-3/4

FIR－35．5

FARR-30

YAM-25MLS

TAK-26

YAM－23Ⅱ

YAM-23Ⅱ

YAM-R30

FARR-30

YAM-26S

TAK-1/8

TAK-1/8

KAN-23

TAK-1/8

KAN-23

TAK-1/8

YAM-21C

YAM-21S

KAN-23

TAK-1/8

YAM-21S

YAM-21C

②
⑦
①
④
③
⑤
⑥

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ

②
⑬
①
⑩
⑧
⑭
⑮

②
⑩
①
③
④
⑥
⑨
⑤
⑥
⑥
⑤
①
⑧
⑨
⑦
②
③
⑫
④
⑥
⑨
⑨

５
７
８
０
５
８
１
８
８
２
５
２
４
０
０
０
６
５
６
４
６
３

９
４
０
３
１
３
７
７
４
２
５
５
２
０
７
５
５
２
０
２
５
９

１
９
８
３
３
３
９
６
４
０
１
７
３
３
３
９
９
９
５
７
８
８

１
３
３
３
３
３
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

FRONTRUNNER

あうん

NOSIDE

PURPOSEⅧ

PURPOSE7

STARDUST

MICHIKO

安清丸

HYOTTOKOⅣ

SNOBBYCONNCTION

DOOBIE

CREEKV

CREEK

AKVAVIT

MIXMAX

POISSONROUGE

MARIE

LADYCAT

TWINCAN

ESPERANZAI

PetitTAKO

TAKOSpirits

３
０
０
６
９
２
２
３
８
８
４
４
４
５
６
４
６
２
４
０
２
６

５
５
８
１
５
６
６
４
５
７
９
６
９
８
７
７
０
１
７
６
１
０

５
６
２
０
９
６
６
３
２
８
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

７
７
７
７
６
６
６
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
●
■
●
６
●
■
●
●
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
７
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０

●
●
Ｇ
Ｇ
Ｑ
■
■
ｂ
■
叩
や
■
●
●
■
■
■
守
り
■
◆
令

７
０
３
２
０
０
０
４
３
３
０
６
０
０
０
４
９
０
９
８
３
３

１

１

１

４
４
７
２
１
８
０

５
１
１
３

■
■
■
■
■
■
。
■
ａ
●
●
■
●
叩

１
９
６
２
１
５
７

１
２
２
２
３
３

■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
ｃ
ｃ
■
●
■

１
１
１
１
１
１
１

４
８
３
３
８
７
３

Ｇ
ｇ
●
。
。
④
●

８
５
５
３
２
２
７

５
９
９
５
８
０
９

２
０
８
４
３
８
８

ア
リ
，
ｊ
ｊ
Ｐ
ｐ

３
４
２
３
３
３
３

０
０
５
０
０
０
０

０
０
２
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
ゆ

６
１
７
４
５
３
２

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
５
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０

■
●
●
●
●
Ｇ
●
●
①
●
●
Ｃ
ａ
●
●
●
●
■
●
●
今
●

３
１
１
６
５
３
２
４
３
３
８
２
４
３
５
１
０
２
９
８
３
３

１
２
２
２
１

へ

③
⑤
⑦
⑨
⑥
④
⑫
⑪

①
③
⑤
⑥
④
②
⑧
⑦

５
６
４
８
５
７
１
３

２
２
３
２
４
５
２

ｂ
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
①

３
７
０
１
９
７
８
８

１
１
２
２
１
１
２
２

●
■
●
●
、
申
●
●
Ｐ
◆
■
■
■
■
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１

７
１
９
６
５
１
７
３

●
●
①
①
Ｇ
●
Ｂ
●

８
６
５
７
４
８
１
６

４
９
３
６
９
８
２
０

９
０
２
２
１
０
５
５

Ｊ
，
〃
，
少
Ｊ
Ｊ
。

２
３
３
３
３
３
３
３

５
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
０
０
０

申
①
。
岳
早
●
●
、

８
６
４
３
５
７
１
２

【6回戦】’89/09/10 NE3～4m/Sec

スー
フ

ケ
ノ Sail# YachtName 持点 着順 時間ｅｐｙ

ｍ
ｌ 修正秒T､C､F 得点 合計点ｸﾗｽ順 順位

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ

５
７
８
０
５
８
１
８
８
２
５
２
４
０
０
０
６
５
６
４
６
３

９
４
０
３
１
３
７
７
４
２
５
５
２
０
７
５
５
２
０
２
５
９

１
９
８
３
３
３
９
６
４
０
１
７
３
３
３
９
９
９
５
７
８
８

１
３
３
３
３
３
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

FRONTRUNNER

あうん

NOSIDE

PURPOSEⅧ

PURPOSE7

STARDUST

MICHIKO

安清丸

HYOTTOKOW

SNOBBYCONNCTION

DOOBIE

CREEKV

CREEK

AKVAVIT

MIXMAX

POISSONROUGE

MARIE

LADYCAT

TWINCAN

ESPERANZAI

PetitTAKO

TAKOSpirits

X-3/4

FIR-35.5

FARR-30

YAM-25MLS

TAK-26

YAM-23I

YAM-23H

YAM-R30

FARR-30

YAM-26S

TAK-1/8

TAK-1/8

KAN-23

TAK-1/8

KAN-23

TAK-1/8

YAM-21C

YAM-21S

KAN-23

TAK-1/8

YAM-21S

YAM-21C

へ

レース委員長真田恒男
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』フー一.ー一'，，=,‐．、r</4ウインドヤ 後の凪に》v〈ノブ 耳支ツ ◆イ 王反

第25回大阪湾横断レース

前9時48分8秒，2番手に39分12秒

の大差をつけてファース|､フィニッ

シユ，修正1位をもぎ取り堂々完全

倒芽をなし遂げました。しかし，こ

こて譲特筆すべきは“ウインドセー

ラー”，鍛小艇のJ24を駆って驚異

の4粁，侭勝の期待を持たせました

が，やはりフィニッシュ近くの凪は

ｿlii<,修正2位に終わりました。

今IIII,"波切大王”に尽きるレー

スで､したが，一時凪に遭ったものの

全般に瓜に恵まれ，出走全艇がフィ

ニッシュできました。天気も良く，

各艇気持ちのいいセーリンク守だった

のて､､はなぃかと思います。

最後に，近年にない多数の参加艇

があり，無事レースが実施出米たこ

とは，関係各位の征|協力の賜物だと

誌lhiを備りて感謝いたします。

内海支部須磨フリート岡田真一

去る9)1171-I(日）、恒例の第251''l

大阪湾横|折レースが開催されました。

このレースは昨年から9月開催と

なりましたが，今l''lレース実施要項

を検討する段階でもっとレースを楽

しめる企1111はないものかということ

から，このレースの呼び物前夜祭を

盛大にしようと決まり，神戸海洋博

物節のメインホールて､､のパーティを

~催することになりました。

､前夜祭も今までとはイメージを変

え，調寅会を含むセミフォーマルな

ものにしました。それと|,il時に，人

儀兄MII会促が測碧沖を通過子たて､あ

るとの情級を人手，無理をお|紙ぃし

たところ，快く寄港して頂き,"1iIi

らしい識油と共にそのお人柄が参加

打余貝に感銘をIﾉー え，火いに幟り_Ix

がりました。

さて，|ﾘlけて1711ﾉ'二前6時,JTIJfil1

スタートとなったレースは50フィー

トオーバー2艇1l､ンl艇,%|､

ン3艇を含む26艇の参加をみて，定

刻′|--liil611#,11脚瓜~|､須磨ヨシ|､ハー

バー沖をスター|､しました。良い凪

の!|1，各艇はllI鯛に距離を延ばし，

へのままレース終了かと,W､わせまし

ノこがそこは大|坂湾，フィニッシュラ

インの淡輪ヨットハーバー沖を目の

前にして風力落ち，潮との戦いが飴

まりました。

各艇苦|州する中，“波切大｣ﾐ”は

そのセールパヮーに物を言わせ，午
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、
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修正2位に輝いたJ24‘‘ウインドセーラー”スタート直後･極猯に修正3位．“サムシング

第25回大阪湾横断レース成績一覧表
平成元年9月17日午前6時スタート

到着時刻 所要時間 修正時間 Rm艇 長 名艇名順位 クラヌ ｾｰﾙNC

4073秒

4656秒

4833秒

5163秒

5355秒

5958秒

6313秒

6338秒

6425秒

6526秒

6639秒

6847秒

7013秒

7389秒

7545秒

7702秒

7727秒

8126秒

8616秒

8795秒

9188秒

9196秒

11242秒

11973秒

12047秒

13688秒

16493秒

16408秒

16814秒

16955秒

17635秒

17559秒

17414秒

16040秒

18151秒

18476秒

18684秒

18638秒

18324秒

18770秒

19327秒

19764秒

20163秒

20141秒

20632秒

21538秒

20602秒

23592秒

24390秒

24464秒

9時48分08秒

10時34分53秒

10時33分28秒

10時40分14秒

10時42分35秒

10時53分55秒

10時52分39秒

10時50分14秒

10時27分20秒

11時02分31秒

11時07分56秒

11時11分24秒

11時10分38秒

11時05分24秒

11時12分50秒

11時22分07秒

11時29分24秒

11時36分03秒

11時35分41秒

11時43分52秒

11時58分58秒

11時43分22秒

12時33分12秒

12時46分30秒

12時47分44秒

DNC

０
５
５
０
０
５
５
５
０
５
５
５
５
０
０
５
０
０
５
５
０
０
０
０
０
０

９
４
９
８
９
７
６
０
９
８
４
４
８
４
７
８
１
１
０
４
６
３
６
５
５
２

２
６
６
６
６
６
７
８
２
６
６
６
６
８
７
６
６
６
７
６
５
７
５
５
５
７

１大儀見薫

己斐健一

岡田正弘

司宮涼

植松由量

伊藤耕磁

皆川秀夫

飯塚正人

飯田義輝

河村公逸

浜田紀雄

池田隆

福尾寿高

後藤憲治

福原幸洋

山野雅彦

美藤裕志

小野寺信二

永信修二

三浦克比古

宮武清寛

門田久志

片岡真太郎

前田耕治

長沢征憲

畑昭夫

波切大王

ｳｲﾝドｾー ﾗー

ｻﾑｼﾝ

ｻﾝﾌﾘｰ2

ベﾈﾛー 2

朝風

ﾙーｻﾝｼｬｲﾝ

パフﾏｯｸ

120MO

ｵー ﾗﾑ5

ｱｯｳｲﾝ

ｽﾉー ﾏﾝ

ﾌｪｱﾘー

翔赤兎

リチ3

甲龍8

ｽｲﾝぺﾙ

ｧｶｳー ﾝ

ブﾙﾒﾘｱ

ｶｳぺﾙ

ｴｽﾗﾝﾄ

ﾎ゚ﾗﾘｽ

ｻﾝﾙｲ

ﾍ゚ ｼーｯｸ

ﾒﾘｨｱﾅ

ﾓｱﾅ

０
４
１
２
７
５
２
１
１
４
３
９
１
６
９
３
１
０
９
９
３
５

３
６
５
５
０
５
５
１
６
３
６
９
２
０
７
０
２
７
９
８
５
５

０
８
９
８
６
４
８
１
８
０
８
８
７
６
２
２
２
０
４
６
０
１

３
２
２
２
３
３
３
９
３
４
２
２
３
２
３
１
３
４
３
２
４
３

６

２
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

３
４
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
９
４
０
４
４
０
６
４
０
８
８
０
４
６
３
６
６
６
９

５
２
０
３
３
３
３
２
５
３
２
２
３
３
３
３
２
２
３
２
２
３
２
２
２
７

Ｒ
３
８
Ｃ
Ｋ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｖ
８

Ａ
Ａ
Ｕ
Ａ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ａ

Ｆ
Ｊ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｊ
Ｊ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｅ
ｊ
Ｙ
Ｙ
Ｌ
Ｙ
Ｙ
Ｘ

１
２
３
４

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
‐
１
１
２
２
２
２
２
２
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以 上参加艇数26艇
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■
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劃

■
Ⅲ
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大儀見副会長を囲んでの前夜祭
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第9回ジャパンビッグボートレース

IOR30フィート以tのレーシン

グクルーザーが鞘を競い合うジャパ

ンビック撃ボートレースは今年9FI111

を迎え，9月1511から24日まて､､，愛

知県術郡市の三ii'I大崎沖て､開かれた

アメリカズカッフ｡を目指すニッポン

チャレンジチームのベースキャンプ。

地で､ある術郡市の市制35周年記念さ'f

業としての開催て､､，例年以上の盛り

l肴がりが見られた。

89年度のビッグポー|､レースは14

艇が参加し,Tクラス（マス|､ヘッ

ドリグ）とFクラス（フラクショナ

ルリク守）の2クラスが設けられた。

Fクラスは11艇で，雁戦の“エク

サドア"(FARR40)がクラスIIM

位3－3－6－2－4で､，得点60%

を得，クラス1位・総合1位とな

り，次いてﾞ“ドンキーV"(FAR

R44)が2－6－1－3－5位て叡，

クラス2位・総合2位を，“チャレ

ンジャー"(X40)が4－2－3－5

－3位をとりクラス3位・総合3位

を獲ｲ!l:した。

『オークランドー福|川レース」2

位の“リベルテエクスう。レス"(FA

RR40)は,1-4-4-RET-

l位と,1if2I'ilの好成績を挙げな

がら，クラス4位・総合4位にと

どまった。

一ﾉjのTクラスは，‘‘コンテッサ

Vlll"(DOU42),"酒雪"(DOU

43)，“プリマ"(X40)の3艇で争

われ，クラス順位2-RET-1-

l－lて、“酒雪”がクラス1位（総

合12位）を礎得した。

､､if_r3iデータムシリー":1,-ス
ダ・「
朝,′

熱
I 1

ジャパンピッグボートレースと岡

海面で､’’89束抑支部オータムシ

リーズレースが開樅され，クラス1V

3艇，クラスV9艇が参加した。

次亙の成絃表の通り，“ブーメラ

ン"(YOK30S)が総合1位，

“ジャストⅥ''(YOK33R)が1両I

2位，“ナルミVII''(YOK32N)

が1nl3位となった．

／『

ﾁノ
§v

里規

姥

け

愛
～

｝、
５
１

q蕊

'＞蝉

貯溌~廻留

左・“ビンド，〈中・“マーグt右．“カレラ
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写真提供：蒲郡市役所

第9回｣APANBIGBOATRACE成續表
〔シリーズ計は上位4レースの計）

第5レース シ リ

クラス 総合 クラス

I
順位 得点 順位 抑点 得点 順位 順位得点

戸
。
｜
《
５

０１
１
－
２

３１DNC 1 DNC 1 ワ
13

ヒ
ザ
グ
、
ポ
ー
ト

3＋
。且 '3：

１
－
２

５１1 12 ①３ 1句

lこ

’ ’

2 2 13 ワ 10 81 13 ]4

,,､l
lD貢

〃

9 ３ 9 6 ９ 調
一

７
’
８

９３7 ５ ７ 8 54｡

ｌ
‐
ス 11 1

11

II 4
1旬

』基 10

35号8 4 8 ７ 6 50

"： 58：５ 7 10 ２ ？｡

１
－
２

６４ql上

u↓2
2 10 ワ 1q

』マ 8 8

,04
乙

ｌ
ｌ
２

Ｆ
Ｏ２10 ２ 10 11｡ 』

７
’
８

口
３３

７
’
８

８１6 6 6 9 ７

''; '4442号1 1 Z 56 4

1
4員二

莚､'2

１
－
２

０６4 8 4 11 ① ①

,q上
、U句

笙
58斗

≦’3 9 3
1句

』色 3 3

、
ｌ
’
？

1

1寺
2500 ホライズら,Ⅵ YOK30R

YOK31N

YOK33R

DN｛ 1 0N（ 1 ）M（ DM〔 DN［’す 1 DN（ 1 'ずDNI DNC 5｡

オ
ー 61104 4坐 ,2:

延
30号ハ 2765 ｵｾT二 3 〕 ●

６ 34 2 ３ 6 9 3 8

!； '8:6； ,6:
〃 52；

3841 ﾔストⅥ 1 1
可句ム

ム色丁
岨

1 5, 1 6言
ワ ①8 1膳‘ ワ｡

4坐 01
』7

１
上
一
、７ ,月3

哩可

１
－
ワ

９１1167 了Ⅶ YOK30H 2 103 15 I 6 RET 3 RET１ 戸
口

リ
ー
ス

Sｳｴｲﾌ゙ ヮ1
J青

〃 '0号 q司上
Juﾜ

3344 ｸ1土
一△ク

YAM30R 4 1 9卜 1｡ 8 6 6。

1号 1号 1号 1斗3439 YUK31Nラーフアール DNC DN（ 1 0N（ DNC DNC )NC 1 DNC DNC 固
り ｡

1t 1斗 1号 '号富羊3440 YOK31N DN（ 1 DN（ 1 DN〔 DNC DM（ 1 DM（ 1 MC DNC Ｆ
ひ 。

8；
可

'2:
３
’
８

２１ '8: 端
一

ゴロー

ノーメフ3700 YOK30S 1 11 1 16；
？

①11 1 1 40 ①

7斗 ﾜ7上
凸0ﾜ 39鼻

色

長良
哩旦

卜827

YOK32 1 66 8 ３ 6 ３ 10 今
－
２

０１ ３ 15｡
4 6

｜
社
一
画

’
４
’

,､上
凸0Jﾜ

,qL
Lジワ

,qL
上凹2

3,42YOK30S 1 9 ワ
1 9 34 』 1 ワ 14

雨 1斗 '昔 '告 1号YAM30R DNC 1 DNC 1 DNC DN〔 DNC 1 DNC I DNC DNC 戸
、 ｡

8： 7昔 30：4177 +ルミⅧ YOK32N 3 6 K’ 9
1向

｣竺Q 1 '2ォ 11 12 81
44ォ 3○
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4月2211から61126Hまて約2ケ

H間の長期に渡って開催された「オ

ークランドー福岡ヨットレースjの

お陰で，ヨット又はヨットレースに

対しての叩解が禍li'1市民の|H1にやっ

と芽生えて米たような気がします。

オークランドスタート5分前の-号

砲を打たせて戴いた桑原敬一市炎

も，帰福直後の記折会見て､，約800

へ収容可能のマリーナ建設を発表し

ました。場所はちょうど現在のヨシ

｜､ハーバーの束隣の漁港樅埋立地

で､，9月まて叡開催されていましたア

ジア太平洋|#覧会場跡とヨシ|､ハー

バーの中間地点になります。ヅ己成~r･

定は4年後の1993年て､す。

先週，’1ﾘ:多湾内の各漁港に係留!|’

のヨット群を兄てきましたが，どの

ヨットも傷だらけ，かき，ゴミだら

けて､，何となく寂しそうな顔をして

いましたね。湾内に浮かぶ能占島の

漁港にも3艇係留!'!て醸した。すでに

漁業をやめているこの漁港も埋め立

てが始まり，大型クレーン船が忙し

くアームを勅かしていました。マ

リーナ川かしらと|此'いてみました

～観光用の単なる緑地だそうで，

かつかりしました。亡くなられた棺

宝〈に見える名栖川沿いがマ'ノーナ予定地号定地，‘福岡タワー』より。手前に見えるのは室見Jll

に乗ったり座ったりする等々の細か

いﾕ|Ifは別にして，私の不満は港口の

北防波堤が短すぎる事て執す。あと20

米，せめて15米位て酔も長かったらIノリ

風が典正面から吹〈季節て､､も楽に,'l'!

入港て、きたのにと残念て叡す。あの知

さて傘は防波堤の役l_1は果たしていな

いような気がします。強い西風が吹

〈ころのⅡl1港は技術を要します。

フールエンジンて’も押しもどされま

すのて､､，ス|､－ム併川になり，‐|上と

南の防波堤突端に衝突しないよう斜

めに人口をすI)抜けるわけて､す。秋

から冬、そして春になるといつも不

満がフツフツと湧いて来るんです。

オフショアを含め，各マリーン関

係の淵儒志にも民間人やヨシ|､マン達

によるヨシ|､ハーバー建設の楽しい

お話が出ていますが，羨ましいです

ね。ここ福lii1,佐賀等九州北岸の一

部海岸は玄海国定公|童l内に入ってい

るため，個人でマリーナ等の建設が

禁じられているからです。となりま

すと行政に任せる，しかしあちら側

にヨシ|､マンがおればオンの字で､す

が，そうでない事が殆どでll'!米上

がってみると，利用打にとって不満

が残るのが現実の様です。何て、もか

んでも取りkげて~l､~さいなどと賛沢

はIIIしませんが，防波堤の様に危険

につながる内容への利用者側からの

要望等は，建設前に幅広く赴非聞い

て戴きたいと思います。片倉静江

一ﾘ)氏がこよなく愛した能古島，

かっては唐|一郎氏の劇団もこの烏てﾞ

公渡したことがある素敵な可愛い肋

で､，現在観光局として人気をII平んで

おり、フェリーて､j11道わずか15分の

近さです｡以前港粂体をﾏﾘｰﾅに

するとか'＃lいていましたが、立ち1i'i

えの様です。

マリーナ施設の動きも全l':|的に椚

発になりましたが，利用者側の要望

も赴非聞いた上て醸の建設て､､あって欲

しいと思います。｜)ﾘ'1本一と言われ

る呪在の柵|伽l市立ヨシ|､ハーバーで

も不満があります。ゴミ処理場とか

北111l1の水場やロッカーの汚れ，専川

駐〕|〔場がない，ポンツーンに水も電

気も引かれていない不便さ，誰て､も

入場可能なのて．“観光客”がヨシ|、

W
鈍
州
画
師
ゾ
、

1
11
，1
』､；
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１
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酋
■
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凸
ｐ
ｌ

、
P

、
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脅
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能古島に係留中のヨット
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俣蔭字NORC保険デスク団体窓口

東京都千代田区神田錦町1－9天理ビルフリーダイヤル
東南興産株式会社東京営業所内FAX

NORC保険デスクより ０
０

１
９

４
３

４
６

２
－

０
５

－
９

０
２

２
’

１
３

０
０

傷害事故からのアドバイス

ヨット保険て叡は，搭乗中のクルーの傷害事故を補償す

るために搭乗者傷害偲境を組み入れて，ご案内していま

す。

搭乗中の傷害がもとで不幸にして死亡されたり，後遺

傷害が生じたり，また大事に至らなくてもケガで医師の

治療を受けた場合などを補償する内容になっています。

最近の事攻例から，搭乗者傷害保険の理解を深めてい

ただければと思います。

〈事故A>陸置保管中の艇にハシゴをかけて昇っていた

ところ，ハシゴの足場が不安定だったために，艇に乗り

込む前にハシゴから転倒し，負傷した。

〈事故B>係留中の艇に乗船し見山|り中，足をすべら

せ,隣接艇のサイドデッキの|IIIに片足をはきまれ,負傷し

た。

上記AB共に軽微な傷害て鹸済みましたが,I知而の診察

を受けるために数ll通院されたと報告がありました。

搭乗者傷害僻命のご契約で､，医療補償付きl橘1千刀

|J1の場合，医療閑j灸金は治療H数111当たり17JP1が18

OIIの限度で支払われます。

さて上記ABについて保険金のお支払い対象になるか

どうかを考えてみたいと思います。

搭乗中とは，「手か足のどちらかがヨットにかかった

ときから,身体の全てがヨシ|､から離れるまて､､を言い,場

所は海上･陸上･保管中を問わない｣と定められています。

Aの場合，ハシゴの途I|'て､転倒したために、ヨシ|､に

手がかかる以前の事故となり，搭乗'i!とは判定されませ

ん。従って,Aは保険金をお支払いて“きないケースとい

うことになります。

ではBの場合はどうて､しようか。Bは紛れもなく搭乗

111の事故て､､あり，迪院日数（沿療｢l数）分の僻灸余が支

払われます。

予期せぬ事態が突然起きても,｢ILI分の安全は自分て．

守る」姿勢での出帆を希望いたします。

ご不明な点はお間合-せくだきい。（以上）

NORC忘年会･後期レース表彰式のお知らせ

日時:1989年12月22日（金)18:00～20:30

場所：新譲命プリンスホテル

会費:1万円（立席パーティ）

詳細はわかり次第次号にて

NORC認定代理店一覧

住所名称・会員名 I,EL・FAX

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

T：03-586-6297㈱石川保険事務所

石川昇 F：03-584-6203

横浜市鶴見区市場大和町4－］

仙台屋ビル

T：045-503-5377オフィス･マリシ

二階堂隆 F：O45-503-l406

青梅市新町848

新町台マンション107

青梅代理店

根岸径樹

T：0428-31-5894

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

T･：03-586-4411㈱ビーアイエー

秋岡康夫 F：03-583-2696

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビ.ル

㈲T・A・代理店

酒井直樹

T：03-583-0783

F：03-584-6269

東京都港区赤坂3－1－2

AIC赤坂ビル

㈱太陽保険事務所

山にI憲一二

T:03-586-35里、
F：03-586-61

T:045-253-29171

r

横浜市中区長渚町9－175㈱横浜マリンノサービス

飯山浩司 F：045-261-2918

横浜市鶴見区市場大和町4－l

仙台尾ビル202

㈱オフィス・ギンザ

竹内誠

r：045-503-1601

F：045-503-1406

笹岡損害保険サービス

粧岡耕平

大阪市鶴見区浜2－4－47 T：06-911-2017

F：O6-911-l649

保険のカトー

加藤幸雄

静岡市石田3－15－5 r：0542-81-3928

F：O542-83-l316

鎌倉'|j由比ヶ浜2－17－22 T：03-405-8269r ， 1 ． C

HI中斎英

'41Ⅱ市亀崎6－80－14KATO

加藤繁雄

T：0569-28-2340

|ム島市西区天満町3－19－203 I，:082-293-08601ﾅﾄｰｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｵﾌｨｽ

佐藤克則 F：082-231-5231

ド|||,|j吉田町4－108－1鈴木総合保険『卿務馴

鈴木幹夫

T：0569-27-5051

F：0569-27-6581

ﾒく|坂『lj-l上Iﾒ:!；』i1根1'＃2－15－29㈱ファミリー旅ｲ『社

．！』．:IIlll帆

l，：（)6－312－8431

卦
F：（)6-312-84

l』《jlJ1lj1i'Ⅸ1'iirl:兄''11~2－91(l:＋ I、：｛)82-24,1-3I、：｛)82-24,1-3､'久保険‘if勝Iill

）ill久1，↓Iム I..:()H2-244-53Hll

NORCオリジナルトレーナー頒布

新たに極|:の布地を使用した，オリジナルデザイン

の|､レーナー（長そてﾞ；サイズM,L)が出来まし

た。事務崎て､,6000111(送料込）にて頒布'l!です。

＠申し込みはNORC事務局まで。

電話TEL.03-504-1911FAX.03-504-1914

今月の表紙：

第9I'IIJAPANBIGBOATRACE

優勝の'エクサドア〃

（撮影／岩瀬喜典）”‐

OFFSHORE"175号平成元年10月1511発行

iIjHl回15日発行

昭和52年7月21日輔三械郵仙物認可

1部定価300円（郵送料46｢I])

発行社l･11法人11本外洋帆走協会

火京都港Iﾒ:虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

′IEI活・東京()3(504)1911～3〒105

郵便振替悉号2-21787

印附|1IWI宏印刷株式会社
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ショールームでご覧いただけます。（東京ショールーム）東京都新宿区新宿#-4-12aO3(354)8611(大阪ショールーム）大阪市淀川区西中島3-10-11a06(390)5106
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世界のファーストクラス。

緊織繋灘翻異
徹底的に練りあげられた居住性、操作性、そし

てあくまでも華鹿なハルライン…｡1．0.R.デザイ

ナー、ユーテ･ル･ヴォローリック力罫手がけた走り

の正統、NWEパルテイツク35。

､

､ルライ

ローリ､1

ノ
ケ
ノソ

ノく

軽量､そして優れた耐久性。

厳選されたﾏﾃﾘｱﾙと独自の工法により、40

％のﾎ瀞,t化､200%のハル強度を実現(GR.P・製

同型艇比)。コストか品質かという選択では、|析

固として後荷を優先させる。決して妥協を許さ

ない「蘭」へのこだわI)から生まれた確かな手

応え。走りの喜びを余すところなく味わえ、乗

る人を選ぶステイタスヨットです。

１
１

アル

グ､》ノ、
ｳｨｯド､･ブレッパ世界一周レースに挑織／

IIBALT/C8ノfeetCUSTOMMAX/RACER"ご注目下ださい。
いう選

央して』

こまれ】

。決

一 一呼苧一子一手
BAⅣIC83BALTIC35BAl丁1C38BA口IC40BA口IC43BALTlC48BALTIC52BALT1C55

極東地区総輸入元:ハルﾃγﾂｸﾖﾘｨ､ジ1プKン(株）●本社:〒531大阪市北区中津（

お問合せ先：三井物産株式会社〒530大阪市北区中之島2丁目3-33Tel.(06)226-3581

BALTIC64BAL丁IC75BALTIC83

｢目7-18Te1.(06)454-3881IIBFax.(06)454-3888TIx.J64980

Fax.(06)226-2970東京Tel.(03)255-5651Fax.(03)255-3948

リィ､ジ1プKン(株）●本社:〒531大阪市北区中津6丁目7-1
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